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活動方針・概況
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2020年度活動方針

• 時系列データの解析を行う
• センサーデータ活用技術研究分科会(ASG12)とコラボし、実データの提供

を受け、データの採取目的に応じたデータ解析を行う
• データ解析作業は経験のあるメンバーを中心とする
• 解析手順・結果は分科会内で共有し、データ提供者へフィードバックする

全員が自ら手を動かしAI・深層学習を身につけると同時に、
現実の課題解決にチャレンジする

活動概況、活動予定
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プレスマシンデータ解析概要
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プレスマシンデータ解析の目的と取り組み方針

ミスズ工業様工場現場でデータ収集

ECU:Edge_Control_Unit
EL-300:ＨＰ社製エッジコンピュータ

・品質判定：プレス製品の不良品判定のAIによる自動化
・予知保全：プレス機の金型摩耗による金型の適切な交換時期判定

・機械学習による自動判定：OK/NGの自動判定、時系列変化の自動判定
・波形特徴の分析：波形特徴の時系列変化を解析

プレス機にAE
センサーを装着

AEセンサーで収集したデータをエッジ
コンピュータに収集
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解析データと解析目標

4

プレスマシン解析データと解析目的

# 採取データ概要 データ解析に利用したデータ件数 解析目標

1 OKデータ、NGデータ* OK:200件、NG:200件 OK/NG判定

2 94万ショットデータ(全OK)、
LOT1～LOT9(各10万件)

各LOTの先頭、中間、最後の200件 OK/NG判定、金型摩耗判定

3 200万ショットデータ(全OK)、
LOT9～LOT15(各10万件)

各LOTの先頭、中間、最後の200件 OK/NG判定、金型摩耗判定

*意図的に作成したNGデータデータ波形例

94万ショットデータの一例

200万ショットデータの一例

LOT1(10万件)

先頭200件 中間200件 最後200件

・・・

LOT2(10万件) ・・・
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データ解析の概要と成果概要

5

データ解析の取り組みと成果概要

# データ解析概要 得られた成果 担当

1 機械学習によるOK/NG判定 OK/NG100%判定 秋山

2 機械学習によるOK/NG判定、前処理
の工夫によるOK/NG分離性能向上

OK/NG100%判定、前処理(GAF,PR+データ
切り出し範囲)による分離性能向上

秋元

3 長期データ(94万ショット)傾向分析
+OK/NG判定

ロット毎にデータ傾向が異なる、OK/NGデータ
モデルにより100% OK判定

杉浦、
下村

4 長期データ(200万ショット)傾向分析 ロット毎にデータ傾向の変化を繰り返す、特定
ロット間でデータ傾向変化にギャップあり

河田

5 長期データ(200万ショット)傾向分析 #4の傾向変化を機械学習で自動判定 平田
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OK/NG100%判定可

データ解析取り組み-(1)
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データ解析取り組み プレスマシンでの異常判定：
(OK/NGデータに基づきモデル化)(1)

OK/NG判定

#1
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プレスマシンでの異常判定：
(OK/NGデータに基づきモデル化)(2)

#2

・前処理の方式としてRP(Recurrence Plot)がGAF(GramianAngular Field)より分離性能が良い
・波形切り出し範囲としては、300～2000pointが特徴量を良く表現できている

OK/NG判定

データ解析取り組み

データ解析取り組み-(2)

NG

OK NG

OK
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プレス機長期連続採取データ(94万ショット)の傾向変化
(全OK)

ロットごとにデータ傾向が異なる

OK/NGモデルで100%OK判定可

OK/NG判定

#3データ解析取り組み

データ解析取り組み-(3)
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プレス機長期連続採取データ(200万ショット)の傾向変化
(数値解析)(1)

#4-1

ウエーブレット変換：ロットごとに
データ傾向の変化を繰り返す

ウエーブレット変換：相関係数の
高いポイントを発見する

第３位のポイント

予知保全

データ解析取り組み

データ解析取り組み-(4)
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プレス機長期連続採取データ(200万ショット)の傾向変化
(数値解析)(2)

パートB,パートCに変化
傾向が現れる

パートCの推移

ロットごとにデータ傾向の
変化を繰り返す

特定ロット間で傾向変化の
ギャップがある

#4-2 予知保全

データ解析取り組み

データ解析取り組み-(4)
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プレス機長期連続採取データ(200万ショット)の傾向変化
(数値解析と機械学習)

数値解析結果と機械学習判定結果はよく一致する

予知保全

②

③①
④

⑤

パートAのCAE異常度の推移

パートBのCAE異常度の推移

パートCのCAE異常度の推移

#5

データ解析取り組み

データ解析取り組み-(5)
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• データ解析の取り組み成果
✓OK/NG判定(OK200/NG200)：

➢ 前処理/アルゴリズムの工夫で100%判定を達成

✓予知保全(長期データの傾向分析)：

➢ 数値解析によりデータ傾向の概略は把握できた

➢ 機械学習によるデータ傾向変化の自動予測の見通しを得た

✓データ採取時の課題の抽出：

➢ ショット毎の頭出し、作業記録の充実、装置メンテナス時のセンサーの取り外し、等

• 今後の活動予定
✓データ傾向分析の詳細化(長期連続データ等ロットデータの追加)

✓データ傾向の変化に影響する要素の洗い出しと金型摩耗の特徴明確化

✓ 「エッジＡＩとデータ流通でＩＶＩ型製造進化(6E03)」と連携し上記課題に対応

まとめ・今後の活動予定

CIOFプラットフォーム用AIエンジン化(API実装)の検討と実装・評価

まとめ
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